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9
月
定
例
会
は
9
月
3
日
か
ら

26
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
た
。
最
終
日
に
追
加
提
案

が
あ
り
、
14
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
、
13
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
案
等
28
件
を
可

決
、
認
定
。
13
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
案
は
継
続
審
査
と
し

閉
会
し
た
。
今
回
の
補
正
額
は

3
億
６
２
０
３
万
円
で
補
正
後
累

計
は
１
８
７
億
３
９
７
９
万
円
と

な
る
。
特
筆
す
べ
き
部
分
と
し
て

最
終
日
に
市
の
財
政
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告
が

あ
っ
た
。
実
質
赤
字
比
率
・
連
結

実
質
赤
字
比
率
と
も
に
健
全
化
基

準
以
下
で
あ
り
、
実
質
公
債
費

比
率
15
・
０
㌫
将
来
負
担
比
率

１
０
１
・
４
㌫
と
着
実
な
健
全
化

を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
団
塊

の
世
代
を
中
心
に
退
職
者
が
激
増

し
た
事
に
対
し
て
出
来
る
限
り
新

規
採
用
者
を
絞
っ
て
き
た
事
が
功

を
奏
し
た
と
言
え
る
。
今
後
の
財

政
を
含
む
市
政
の
大
き
な
不
安
要

因
と
し
て
は
、
直
接
今
回
の
議
案

に
は
関
係
が
な
い
も
の
の
、「
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
火
災
」「
市

立
角
館
病
院
の
入
札
不
調
」「
唐

突
な
形
の
本
庁
舎
建
設
場
所
変
更

素
案
発
表
」「
誘
致
予
定
の
㈱
司

食
品
工
業
か
ら
用
地
の
追
加
要

求
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
難
し
い
問

題
が
山
積
す
る
中
、
昨
年
議
会
で

否
決
さ
れ
た
ク
ニ
マ
ス
資
料
館
の

用
地
調
査
費
の
再
提
案
や
、
来
年

度
か
ら
保
育
園
の
民
営
化
の
議
案

が
提
出
さ
れ
る
な
ど
大
変
に
ぎ
や

か
な
定
例
会
に
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
選
択
を
誤
れ
ば
今
後
の
市
政
に

波
乱
を
含
む
、
合
併
以
来
恐
ら
く

最
大
最
多
の
問
題
と
課
題
が
浮
上

し
た
。

　

先
送
り
し
て
き
た
課
題
や
予
期

せ
ぬ
問
題
が
次
々
と
発
生
す
る
中

で
、
あ
え
て
火
中
の
栗
を
拾
う
よ

う
に
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
建
設
を

再
提
案
せ
ざ
る
を
得
な
い
背
景
に

は
、
そ
も
そ
も
市
当
局
が
県
に
お

願
い
し
て
、
県
と
の
協
働
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
が
、
昨
年
本
市
議
会
で
否
決

さ
れ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
本
案

件
に
時
限
が
せ
ま
り
つ
つ
あ
り
、

廃
案
を
避
け
た
い
門
脇
市
政
と
し

て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
予
算
委
員
会

の
最
終
盤
で(

今
後
の
田
沢
湖
全

体
の
観
光
振
興
を
考
え
る
と
、
大

沢
地
区
で
は
特
に
冬
季
の
誘
客
に

不
安
が
あ
り
、
用
地
選
定
に
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
精
査
す
る

必
要
が
有
る
と
し
て)

再
び
こ
の

予
算
案
を
修
正
す
べ
く
、
議
員
か

ら(

用
地
調
査
費
の
5.4
万
円
を
予

備
費
に
振
替
え
る)

修
正
案
が
提

出
さ
れ
た
。
多
く
の
議
員
が
こ
の

施
設
は
将
来
に
渡
っ
て
財
政
を
蝕

み
続
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不

安
と
、
地
域
的
な
思
い
が
複
雑
に

交
錯
す
る
中
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
事
実
上
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
湖

畔
、
大
沢
地
区
へ
の
建
設
が
承
認

さ
れ
た
形
に
。

　

市
の
誘
致
企
業
と
し
て
用
地
取

得
を
終
え
た
生
保
内
黒
沢
地
区
に

建
設
予
定
の
㈱
司
食
品
工
業(

本

社
東
京)

の
滝
本
社
長
が
先
日
来

庁
し
て
産
業
建
設
委
員
会
に
出
席

し
た
。
席
上
、
委
員
の
質
問
に
対

し
て
感
情
的
な
問
題
発
言
を
す
る

な
ど
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
用
地
取

得
の
遅
れ
に
対
し
て
強
い
苛
立
ち

を
見
せ
た
上
、
更
に
工
場
敷
地
の

除
排
雪
場
所
と
し
て
用
地
取
得
を

要
求
し
た
。
委
員
一
同
滝
本
社
長

の
問
題
発
言
に
著
し
く
心
象
を

害
し
た
が
、(

滝
本
社
長
に
よ
る

と)

誘
致
工
場
の
規
模
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
40
億
円
の
投
資
を
見
込

み
、
製
造
工
程
も
５
ラ
イ
ン
に
拡

大
、80
名
程
度
の
雇
用
を
予
定
し
、

「
そ
の
多
く
を
正
社
員
と
し
て
採

用
」
更
に
「
工
場
の
建
設
前
に
従

業
員
を
前
倒
し
採
用
し
、
青
森
工

場
な
ど
に
研
修
に
出
す
」「
給
料

は
首
都
圏
並
み
に
す
る
」
な
ど
の

魅
力
的
な
発
言
に
期
待
す
る
一
面

も
あ
っ
た
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

9月定例会補正額
3億６千203万円に

第５回 仙北市議会９月定例会

補正後累計は 187 億 3979 万円に
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平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
及
び
平
成
25
年
年
度

一
般
会
計
、
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
２
議
案
を
９
月
16
日
・

24
日
の
２
日
間
の
日
程
で
審
査
し
た
。（
各
分
科
会
の
質
疑
は
、
委
員
会

報
告
に
て
記
載
）

継
続
し
て
運
営
す
る
為
の
収
支

計
画
が
甘
い
。

２
、
維
持
管
理
の
為
の
経
費
に
係

る
財
源
捻
出
の
議
論
が
噛
み
合

わ
な
い
。

３
、
費
用
対
効
果
、
冬
期
の
集
客

対
策
に
つ
い
て
の
議
論
不
足
。

４
、
仙
北
市
全
体
、
田
沢
湖
全
体

予
算
常
任
委
員
会
報
告

の
観
光
振
興
計
画
に
お
い
て
、

核
と
す
べ
き
明
確
な
位
置
づ
け

が
必
要
で
あ
る
。

■
修
正
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論

　

提
案
者
が
、
仙
北
市
あ
る
い
は

田
沢
湖
全
体
の
観
光
振
興
の
明
確

な
案
を
持
ち
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

が
そ
の
案
に
合
致
し
な
い
と
い
う

事
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
ま
ま
の
修
正

案
に
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
た

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
建
設
に

修
正
案
提
出
さ
れ
る

ま
ま
で
見
切
り
発
車
せ
ず
、
十
分

に
施
設
の
機
能
を
果
た
し
、
田
沢

湖
再
生
に
つ
な
が
る
と
断
言
で
き

る
ま
で
細
部
に
わ
た
る
議
論
の
積

み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
修
正
す
べ
き
で

あ
る
。　
　

【
採
決
】
賛
成
少
数
に
よ
り
、
修

正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
正
予
算
原
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論

　

旧
町
村
時
代
の
高
度
成
長
期
の

時
代
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、「
た

だ
箱
物
を
造
れ
ば
良
い
」
と
い
う

時
代
は
過
ぎ
て
い
る
。

各
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
が
非

常
に
厳
し
い
お
り
、
当
然
、
慎
重

を
期
す
べ
き
で
あ
る
事
か
ら
、
補

正
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

修
正
案
の
提
案
理
由
に
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
計
画
内
容

が
不
確
定
な
部
分
が
多
少
な
り
と

も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
湖
畔

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、要
望
し
て
原
案
に
賛
成
す
る
。

【
採
決
】
賛
成
多
数
で
、
原
案
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

継
続
的
な
施
設
運
営
の
計

画
を
示
せ
！

修
正
案
提
出
理
由

１
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
建
設
後
に

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
、
議
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。（
任
期
は
平

成
26
年
9
月
26
日
～
平
成
28
年
5
月
7
日
）
委
員
は
次
の
6
名
で
あ
る
。

◎
座　

長　

黒
沢
龍
己
委
員

○
副
座
長　

真
崎
寿
浩
委
員

高
橋
豪
委
員
、
熊
谷
一
夫
委
員
、
門
脇
民
夫
委
員
、平
岡
裕
子
委
員

③
定
数
の
削
減
22
名
→
19
名
（
平

成
23
年
12
月
21
日
議
決
平
成
26

年
改
選
～
）

④
議
員
報
酬
の
５
％
相
当
削
減

（
平
成
23
年
12
月
21
日
議
決 

平

成
24
年
4
月
1
日
～
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
の
時
限
）

○
議
長

　

３
７
５
千
円
→
３
５
６
千
円

○
副
議
長

　

３
２
８
千
円
→
３
１
１
千
円

○
議
員

　

３
１
２
千
円
→
２
９
６
千
円

⑤
常
任
委
員
会
の
再
編

総
務
→
総
務
文
教
、
教
育
民
生
→

市
民
福
祉
（
平
成
24
年
3
月
23

日
議
決
）

⑥
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
の
新

設（
平
成
24
年
3
月
23
日
議
決
）

⑦
議
会
報
告
会
の
実
施（
平
成
24
年

5
月
17
日
平
成
24
年
11
月
18
日
）

4
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
３
次
）

　
（
平
成
24
年
6
月
29
日
～
年
平

成
26
年
1
月
15
日
）

①
議
会
報
告
会
の
実
施
（
平
成
25

年
7
月
14
日
）

②
選
挙
公
営
制
度
の
実
施
（
平
成

26
年
6
月
25
日
議
決
）

③
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
（
試

行
平
成
24
年
12
月
～
）

④
議
員
報
酬
の
５
％
相
当
削
減
の

延
長
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
）

（
平
成
20
年
３
月
19
日
議
決　

平
成
29
年
4
月
1
日
～
）

②
定
数
の
削
減　

24
名
→
22
名

（
平
成
21
年
6
月
23
日
議
決　

平
成
22
年
改
選
時
～
）

③
福
祉
施
設
の
民
営
化

2
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
１
次
）

　
（
平
成
21
年
3
月
19
日
～
平
成

21
年
8
月
4
日
）

①
平
成
22
年
3
月
21
日
議
会
基
本

条
例
議
決
→
平
成
23
年
5
月
1

日
施
行

②
仙
北
市
議
会
運
用
例
の
改
正

3
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
２
次
）

　
（
平
成
23
年
3
月
18
日
～
平
成

23
年
10
月
11
日
）

①
議
員
賛
否
の
公
表
（
平
成
23
年

6
月
～
）

②
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

中
継（
試
行
平
成
23
年
12
月
～
）

「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」設
置
さ
れ
る

こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
経
過

主
な
成
果
等

1
行
政
改
革
特
別
委
員
会

　
（
平
成
19
年
３
月
22
日
～
平
成

22
年
1
月
20
日
）

①
議
員
報
酬
の
８
％
相
当
削
減


